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最近の論点最近の論点

•• 基礎学力基礎学力
 

新聞記事、新聞記事、OECDOECD報告報告

•• 国語・・・・ドイツの例国語・・・・ドイツの例
 

国語教育の重要性国語教育の重要性
 

アイデンアイデン
 ティティの問題ティティの問題

•• 総合的な学習の時間・・・バライエティ番組総合的な学習の時間・・・バライエティ番組

•• 広い理解と深い理解広い理解と深い理解

•• 低学年の児童に広い理解は無理低学年の児童に広い理解は無理

•• 情報教育の弊害・・・応用力は基礎があってのこ情報教育の弊害・・・応用力は基礎があってのこ
 と・・・・やはり読み書き計算は重要と・・・・やはり読み書き計算は重要

•• 生きる力形成への課題生きる力形成への課題



世界の動向世界の動向

•• インターネット普及率インターネット普及率

•• 学校での学校でのPCPC、インターネット導入率、インターネット導入率

•• 保護者、産業界の要望度保護者、産業界の要望度

•• 社会的情報文化度社会的情報文化度

•• 政府の投資率政府の投資率

•• 教員の意識教員の意識

•• 独自のカリキュラムの有無独自のカリキュラムの有無



国家国家的特色・・・・的特色・・・・
 

国家主導型、競争原理型、国家主導型、競争原理型、
 個性型、切実型個性型、切実型

•• アジア系アジア系

•• 北米系北米系

•• 西ヨーロッパ系西ヨーロッパ系

•• オセアニア系オセアニア系

•• その他（イスラエル、北欧）その他（イスラエル、北欧）



新たな課題新たな課題

•• 大学入試大学入試

•• 教師の指導力教師の指導力

•• 評価評価規準規準

•• 他教科との関連性他教科との関連性

•• 学校の施設・設備学校の施設・設備

•• 高等学校での認識高等学校での認識

•• 国際比較（ナショナル・カリキュラム）国際比較（ナショナル・カリキュラム）

•• 教科教育学教科教育学



情報教育という言葉の多義性情報教育という言葉の多義性

•• 授業改善手段授業改善手段

•• 学習手段学習手段

•• 教科での学習目標達成教科での学習目標達成

•• 収集、整理、表現、伝達、社会参加収集、整理、表現、伝達、社会参加

•• 情報科学・工学の内容情報科学・工学の内容

•• 識字率に匹敵するもの？識字率に匹敵するもの？



情報は、情報は、

•• 国語国語・英語・英語（読み、書き、表現（読み、書き、表現
 

etcetc））
•• 算数・数学（計算の概念、アルゴリズム）算数・数学（計算の概念、アルゴリズム）

•• 理科理科・技術家庭科・技術家庭科（（各種デバイスの仕組みと物各種デバイスの仕組みと物
 理的特性・・・理的特性・・・インターネット、デジタル、ｅｔｃ）インターネット、デジタル、ｅｔｃ）

•• 社会（社会のしくみ、モラル、光と影、社会（社会のしくみ、モラル、光と影、etcetc））
•• 音楽・美術・体育（各種応用と創作）音楽・美術・体育（各種応用と創作）

に関係する。しかし？？？



情報教育は、知識社会における国策情報教育は、知識社会における国策
 

であり、新しい人材養成である。であり、新しい人材養成である。

•• EE--JapanJapan
•• ポストポストee--Japan Japan 
•• 情報活用能力と情報の科学的な理解情報活用能力と情報の科学的な理解

•• 独立教科「情報」の意味独立教科「情報」の意味

•• ミニマムミニマム--エッセンシアルズエッセンシアルズ

•• 総合的な学習の時間の問題総合的な学習の時間の問題



英国英国GCSEGCSEにおけるにおけるICTICT科目科目

GCSE(GeneralGCSE(General Certificate of Secondary Education)Certificate of Secondary Education)

•• イギリス（イングランド、ウェールズ、北アイルランド）の義務教育修イギリス（イングランド、ウェールズ、北アイルランド）の義務教育修

 了の資格了の資格
•• OO--level level GCS(OrdinaryGCS(Ordinary level General Certificate of level General Certificate of 

Education)Education)
•• CSE(CertificateCSE(Certificate of Secondary Education)of Secondary Education)が統合が統合

•• 19861986年年99月から実施されている教育システム（カリキュラムや試験）月から実施されている教育システム（カリキュラムや試験）

•• 義務教育修了レベルに到達しているかどうかを測定する全国統一義務教育修了レベルに到達しているかどうかを測定する全国統一

 試験試験



特徴特徴

＠＠
 

GCSEGCSE試験試験・・・・・・1313歳から歳から1414歳の間歳の間
＠＠

 
1616歳で受験歳で受験

＠＠
 

英語、数学、科学は必須科目英語、数学、科学は必須科目
＠＠

 
理論的思考と理解力理論的思考と理解力のの記述式解答記述式解答

＠＠
 

A*A*（最高）から（最高）からGG（最低）まで成績レベル（最低）まで成績レベル
＠＠

 
A*A*はは19941994年以降、非常に優れた達成度年以降、非常に優れた達成度

＠＠
 

認定できないレベルの場合は認定できないレベルの場合はUU（未達）（未達）



成績と条件成績と条件

•• 優秀な学校優秀な学校へのへの進学進学条件・・・条件・・・CCがが55つ以上つ以上

•• 多く多くの大学の大学・・・・・・英語と数学が英語と数学がCC以上以上

•• 近年では近年ではICTICT科目も科目もCC以上以上

•• A*A*の設置の設置



GCSEGCSEの科目の科目

•• GCSEGCSE・・・・・・必須科目必須科目、、共通科目、非共通科目、共通科目、非共通科目、
 特殊科目特殊科目

•• 情報教育に関連する科目「情報教育に関連する科目「ICTICT」」
 (Information and Communication (Information and Communication 

Technology) Technology) は共通科目は共通科目

•• 共通科目ではあるが、実態ではほとんどの学共通科目ではあるが、実態ではほとんどの学
 校が実施し必修に近い校が実施し必修に近い

•• 名立たる大学においても、その履修を条件名立たる大学においても、その履修を条件



必須科目 英語（英文学）
数学
科学（生物学、化学、物理学）

共通科目 美術とデザイン
ビジネススタディ
発達
公民
デザインと技術（電子工学、食物技術、グラフ

 ィックス、材料、システム制御、繊維）
ドラマ
工学
フランス語
地理
ドイツ語
歴史
ICT
レジャーと観光
メディア学習
音楽
体育
宗教教育
社会科学
スペイン語



ICTICTシステムシステム ICTICTシステムシステム
新しいコンピュータシ新しいコンピュータシ

 
ステムの道具ステムの道具

ハードウェアハードウェア 入出力装置入出力装置
記憶装置記憶装置

ソフトウェアソフトウェア ワープロワープロ
グラフィックグラフィック
マルチメディアマルチメディア
アプリケーションとプアプリケーションとプ

 
ログラム言語ログラム言語

OSOS
ユーザーインターフェユーザーインターフェ

 
ースース

ソフトウェアシステムソフトウェアシステム
ソフトウェアとハードソフトウェアとハード

 
ウェアの評価ウェアの評価

データ転送データ転送

データコミュデータコミュ

 
ニケーニケー

 
ションション

インターネットインターネット
電子メール電子メール
ネットワークネットワーク

データベースデータベース データと情報と知識データと情報と知識
データベースの種類データベースの種類
データベースとデータデータベースとデータ

 
キャプチャキャプチャ

データの検証と妥当性データの検証と妥当性

 
確認確認

ダイレクトとシリアルダイレクトとシリアル

 
アクセスアクセス

データベース検索データベース検索
データセキュリティデータセキュリティ

計測と制御計測と制御 コンピュータ制御コンピュータ制御
ロゴ制御ロゴ制御
システムフローチャーシステムフローチャー

 
トト
データロギングデータロギング

モデリングモデリング スプレッドシートスプレッドシート
コンピュータシミュレコンピュータシミュレ

 
ーションーション

法的枠組み法的枠組み データ保護法データ保護法
データとコンピュータデータとコンピュータ

 
の誤用の誤用
著作権著作権
ウィルスウィルス

ICTICT関連関連 モラルと社会問題モラルと社会問題
ライフスタイルの変化ライフスタイルの変化
仕事形態の変化仕事形態の変化
安全衛生安全衛生



表表33

 

LettsLettsののGCSE/ICTGCSE/ICT科目カリ科目カリ

 
キュラムキュラム

（基礎レベル）（基礎レベル）

ハードウェハードウェ

 
アア

コンピュータシステコンピュータシステ

 
ムム

入力と出力入力と出力
記録装置とメディア記録装置とメディア
CPUCPU
ビットとバイトビットとバイト
ネットワークネットワーク
ネットワークのレイネットワークのレイ

 
アウとソフトウアウとソフトウ

 
ェアェア

コミュニケーションコミュニケーション

 
方法方法

データ転送データ転送

ソフトウェソフトウェ

 
アア

OSOS（１）（１）
OSOS（２）（２）
ワープロワープロ
データベースソフトデータベースソフト

 
ウェアウェア

データベース管理ソデータベース管理ソ

 
フトウェアフトウェア

表計算表計算
DTPDTPとグラフィックとグラフィック
コンピュータモデルコンピュータモデル
データロギングと制データロギングと制

 
御御

データプロデータプロ

 
セッシングセッシング

表、フィールド、レ表、フィールド、レ

 
コードコード
データキャプチャーデータキャプチャー
妥当性妥当性
ファイルファイル
ファイルプロセッシファイルプロセッシ

 
ングング
出力出力
セキュリティセキュリティ

システム開システム開

 
発発

システム開発（１）システム開発（１）
システム開発（２）システム開発（２）
システム開発（３）システム開発（３）
文書文書
アルゴリズムとフロアルゴリズムとフロ

 
ーチャートーチャート

社会の中の社会の中の

 
コンピューコンピュー

 
タタ

コンピュータと仕事コンピュータと仕事
ITITの効果の効果
健康と安全健康と安全
コンピュータの間違コンピュータの間違

 
った使い方った使い方
データ保護法データ保護法

コミュニコミュニ

 
ケーションケーション

インターネットの利インターネットの利

 
用用
インターネットの特インターネットの特

 
徴徴
インターネットの欠インターネットの欠

 
点点
インターネットの利インターネットの利

 
点点



骨太の情報骨太の情報科科教育は？教育は？

•• 英国のカリキュラム英国のカリキュラムはは参考参考に値するに値する

•• 他の教科との差別化他の教科との差別化（学力形成目標を明確に）（学力形成目標を明確に）

•• 現在の国語教育を中心とする関連教科全体に関わ現在の国語教育を中心とする関連教科全体に関わ
 る課題る課題・・・３・・・３RsRs＋＋44CsCs

•• Computing,Computing, CommunicaCommunicationtion,, Control, & Control, & 
ComplianceCompliance

•• Synthesis by AnalysisSynthesis by Analysis
•• 分散カリキュラムではムリ（総花的ではダメ）分散カリキュラムではムリ（総花的ではダメ）

•• 実問題の解決力を重視・・・実問題の解決力を重視・・・生きる力生きる力



再度、確かな学力とは再度、確かな学力とは

•• 基礎･基本とは基礎･基本とは

•• 記憶記憶//反復力反復力//根気力根気力

•• 計算力計算力

•• 理解･表現・提案理解･表現・提案

•• 論理的構成展開力（推論）論理的構成展開力（推論）

•• 分析分析//統合力統合力

•• 疑問力疑問力



学力低下の原因（小宮山博仁氏の指摘）

• 受験圧力の低下

• 学びの経済的メリットの低下

• アイデンティティの喪失（学びの動機付け
の低下）

• 能動的な外での遊びが現象、集団生活の
準備

• 総合的な学習の時間をどう考えるか？

• 主体性、個に応じたといった教育観？



情報という教科を考える時、情報という教科を考える時、

•• 内容を持った教材研究は大切！内容を持った教材研究は大切！

•• ミニマムｰエッセンシアルズを保障！ミニマムｰエッセンシアルズを保障！

•• 指導の仕方、指導の仕方、ITIT活用法は、先生の工夫が大活用法は、先生の工夫が大
 切！切！



情報科教育学情報科教育学

•• 目標・内容論（学力、カリキュラム、接続性、他教科目標・内容論（学力、カリキュラム、接続性、他教科
 関連性）関連性）

•• 指導・評価論（教材研究、授業設計・実践・評価）指導・評価論（教材研究、授業設計・実践・評価）

•• 比較教育論（社会制度、社会文化史）比較教育論（社会制度、社会文化史）



最後に最後に

•• KnowledgeKnowledge
•• SkillSkill
•• ResponsibilityResponsibility

ABOUT

WITH

THROUGH

Informatics for All


	世界の中の日本の情報教育
	最近の論点
	世界の動向
	国家的特色 
	新たな課題
	情報教育という言葉の多義性
	情報は、
	情報教育は、知識社会における国策であり、新しい人材養成である。
	英国GCSEにおけるICT科目
	特徴
	成績と条件
	GCSEの科目1
	GCSEの科目2
	GCSEの科目3
	GCSEの科目4
	骨太の情報科教育は？
	再度、確かな学力とは
	学力低下の原因（小宮山博仁氏の指摘）
	情報という教科を考える時、
	情報科教育学
	　　最後に

